
第
12
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
が

９
月
15
日
（
土
）
と
16
日

（
日
）
の
両
日
に
開
催
さ
れ

た
。
今
年
の
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

は
「
新
た
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
内

容
が
一
新
さ
れ
、
沢
山
の
学

生
達
や
同
窓
生
達
が
新
た
な

交
流
を
求
め
て
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
に
集
い
、
セ
ン
タ
ー

は
例
年
に
な
く
賑
わ
っ
た
。

15
日
（
土
）

初
日
は
「
音
楽
の
祭
典
in

大
宮
」
と
題
し
て
、
８
階
講

堂
は
終
日
音
楽
ホ
ー
ル
と
化

し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
第
一

部
の
個
人
演
技
「
日
本
部
門
」

か
ら
「
オ
ペ
ラ
部
門
」
「
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
部
門
」
な
ど
で
、

腕
自
慢
、
の
ど
自
慢
の
参
加

者
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
た
。
ま
た
第
二
部
の

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
合
唱
」

で
は
、
「
ウ
ィ
ー
ン
ペ
ー
タ
ー

ス
教
会
」
で
の
演
奏
会
の
た

め
に
結
成
さ
れ
た
合
唱
団
の

事
前
演
奏
を
茂
木
一
衞
先
生

の
指
揮
で
披
露
し
た
。
続
い

て
「
歌
声
広
場
」
が
催
さ
れ
、

全
員
で
懐
か
し
い
歌
を
歌
っ

て
楽
し
ん
だ
。
最
後
の
第
三

部
は
、
毎
年
好
評
の
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ヴ
が
開
催
さ
れ
た
。
懐

か
し
い
ジ
ャ
ズ
の
ナ
ン
バ
ー

が
次
々
と
演
奏
さ
れ
、
ダ
ン

ス
の
ス
テ
ッ
プ
指
導
の
後
、

多
数
の
参
加
者
が
ダ
ン
ス
を

楽
し
ん
で
い
た
。

講
堂
以
外
で
は
、
第
１
講

義
室
で
熟
年
会
の
公
開
勉
強

会
「
地
方
紙
を
読
む
」
が
あ

り
、
続
い
て
埼
玉
英
語
倶
楽

部
に
よ
る
「
日
本
文
化
を
英

語
で
表
現
し
よ
う
」
の
特
別

授
業
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

実
験
室
で
は
、
永
澤
先
生
の

「
お
も
し
ろ
実
験
」
と
い
う

特
別
講
義
も
行
わ
れ
た
。

第
４
、
第
５
講
義
室
に
は

個
人
作
品
の
展
示
が
行
わ
れ
、

午
後
に
は
、
研
究
論
文
の
発

表
会
や
小
澤
先
生
に
よ
る
絵

画
の
講
評
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

16
日
（
日
）

２
日
目
は
朗
読
の
会
「
こ

こ
ろ
」
の
朗
読
劇
「
愛
の
手

紙
」
と
「
八
十
八
歳
の
私
よ

り
」
で
開
幕
し
、
満
員
の
客

席
を
感
動
さ
せ
た
。
第
１
講

義
室
で
は
、
午
後
か
ら
「
サ
ー

ク
ル
お
お
み
や
」
に
よ
る
映

画｢

否
定
と
肯
定｣

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
会
が
催
さ
れ
た
。

第
５
講
義
室
で
は
未
来
の

会
に
よ
る｢

絵
手
紙
教
室｣

が

行
わ
れ
、
会
員
か
ら
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
参
加
者
が
絵

手
紙
に
挑
戦
を
し
て
い
た
。

ま
た
８
階
講
堂
で
は
「
健
康

体
操
研
究
会
」
、
「
ソ
シ
ア

ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」
の
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
と
「
舞

踏
研
究
会
」
の
演
技
な
ど
が

華
や
か
に
披
露
さ
れ
た
。

一
方
、
実
習
室
で
は
熟
年

会
の
主
催
で
パ
ソ
コ
ン
教
室

が
行
わ
れ
た
。

２
日
間
共
通
イ
ベ
ン
ト

第
２
講
義
室
で
は
各
団
体

の
活
動
が
紹
介
さ
れ
、
第
３

講
義
室
で
は
３
団
体
に
よ
る

恒
例
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
た

他
、
秩
父
や
陸
前
高
田
の
物

産
展
が
ブ
ー
ス
を
設
け
て
、

バ
ザ
ー
会
場
は
品
物
を
買
い

求
め
る
客
で
賑
わ
っ
た
。

９
階
ロ
ビ
ー
に
は
茶
席
が

設
け
ら
れ
、
抹
茶
の
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
た
。
俳
句
・
川

柳
大
会
の
入
選
作
品
は
最
終

日
の
懇
親
会
パ
ー
テ
ィ
で
表

彰
さ
れ
た
。
今
年
は
久
々
に

賛
助
券
の
番
号
に
よ
る
福
引

き
も
行
わ
れ
、
非
常
に
盛
り

上
が
っ
た
。

（
冬
木
）

平
成
30
年
９
月
22
日
（
土
）

午
前
11
時
か
ら
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
講
堂
に
て
、
平
成

30
年
度
1
学
期
の
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式
（
卒
業
90
名
）

が
行
わ
れ
、
生
涯
学
習
奨
励

賞
の
授
与
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

《
生
涯
学
習
奨
励
賞
受
賞
者
》

（
敬
称
略
）

金
剛
賞
＝
倉
持
幸
子
、

白
鳥

誠

金
賞
＝
瀧
澤
千
太
郎

銀
賞
＝
中
村
和
明
、
納
冨
豊
、

長
岡
精
二

銅
賞
＝
名
取
進
、
芹
沢
有
司
、

小
野
寺
紳
二
、
上
野
勝
雄
、

川
崎
恭
子
、
鈴
木
れ
い
子
、

石
瀬
誠
、
稲
垣
安
代
、

橋
本
安
義
、
塚
本
和
也

平
成
30
年
度
第
２
学
期
の

入
学
者
の
集
い
が
10
月
７
日

（
日
）
鈴
木
埼
玉
同
窓
会
長
、

嶋
﨑
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表
が

臨
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
部
91
名
、
大
学
院
４
名
の

出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
。

面
接
授
業
の
追
加
登
録
期

間
は
、
10
月
24
日
（
水
）
か

ら
科
目
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

追
加
受
付
期
限
（
通
常
は
開

講
日
初
日
の
１
週
間
前
）
ま

で
と
な
り
ま
す
。

通
信
指
導
の
提
出
期
限
は
、

11
月
30
日
（
金
）
で
す
。
郵

送
の
場
合
は
大
学
本
部
必
着
、

Ｗ
ｅ
ｂ
の
場
合
は
17
時
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
提
出
・

不
合
格
の
場
合
は
、
単
位
認

定
試
験
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
～
行
田
を
巡
る
旅
・
さ
い

た
ま
歴
史
探
訪
～
）

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

若
手
学
生
の
出
会
い
の
場
を

提
供
し
、
そ
の
後
の
学
生
間

の
連
携
に
繋
げ
る
た
め
、
次

の
通
り
、
若
手
対
象
の
学
生

研
修
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

実
施
日
時
＝
11
月
10
日
（
土
）

９
時
半
～
16
時
半

交
通
手
段
＝
往
復
貸
切
バ
ス

目
的
地
＝
行
田
さ
き
た
ま

古
墳
群
・
忍
城

交
流
会
＝
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

帰
着
後
1
時
間
程
度
の

茶
話
会
を
実
施

対
象
＝
40
歳
以
下
の
在
学
生
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放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会

学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
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新
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「
熱
中
症
」

笹
原
誠
二

今
年
の
夏
は
７
月

中
旬
か
ら
全
国
的
に

34
度
以
上
の
真
夏
日

と
熱
帯
夜
が
続
い
た
。

毎
日
の
よ
う
に
、

熱
中
症
の
疑
い
で
病
院
に
運

ば
れ
る
人
が
多
く
、
特
に
家

の
草
取
り
中
の
老
人
や
、
体

育
館
で
の
特
別
授
業
中
の
子

供
た
ち
が
、
突
然
意
識
を
失
っ

て
救
急
車
で
運
ば
れ
る
例
が

多
か
っ
た
。

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
で

き
る
だ
け
不
要
な
外
出
を
避

け
た
り
、
体
を
冷
や
す
だ
け

で
な
く
、
水
分
を
十
分
に
取

り
、
さ
ら
に
睡
眠
不
足
に
気

を
付
け
て
、
常
に
ク
ー
ラ
ー

や
扇
風
機
で
部
屋
の
温
度
や

体
温
の
上
昇
を
避
け
る
よ
う

に
気
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い

と
毎
日
報
道
さ
れ
て
い
た
。

私
も
極
力
日
中
の
外
出
を

避
け
、
や
む
を
得
ず
出
か
け

る
場
合
は
、
十
分
な
飲
み
物

を
持
参
し
て
水
分
を
補
給
し

た
り
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で

も
駅
の
階
段
の
上
り
下
り
の

際
、
め
ま
い
で
突
然
目
の
前

が
真
っ
暗
と
な
り
、
動
悸
と

息
切
れ
で
し
ば
ら
く
し
ゃ
が

み
込
ん
で
し
ま
い
、
近
く
の

人
に
「
大
丈
夫
で
す
か
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
利
用
さ
れ

た
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
」
と

声
掛
け
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
。め

ま
い
や
吐
き
気
だ
け
で

な
く
、
動
悸
や
息
切
れ
が
重

な
る
と
、
単
な
る
熱
中
症
で

な
く
夏
血
栓
や
狭
心
症
を
心

配
し
た
が
、
私
の
場
合
、
幸

い
な
こ
と
に
水
分
補
給
を
し

て
、
安
静
に
し
て
い
る
と
５

分
以
内
で
元
に
戻
っ
た
の
で
、

熱
中
症
の
初
期
段
階
だ
ろ
う

と
判
断
し
た
。
た
だ
、
熱
中

症
も
熱
射
病
の
段
階
に
な
る

と
、
自
分
一
人
で
は
対
応
で

き
な
い
の
で
、
十
分
気
を
つ

け
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
年
の

よ
う
に
異
常
気
温
や
高
湿
度

の
毎
日
が
続
く
と
、
自
分
自

身
で
体
調
管
理
に
気
を
付
け

て
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

学生手帳

「星の王子さまミュージアム」に行くという

ことで、サン＝テグジュペリの生涯と童話を読

み、予習をして当日を楽しみに迎えました。

このミュージアムは、サン＝テグジュペリ生

誕100年を祝した、世界的記念事業の一環とし

て、世界で初めて1999年６月29日の彼の誕生日

にオープンしたのだそうです。エントランスを

抜けると四季折々の花が楽しめる庭が広がって

いました。ミュージアム内は外から見るのと違

い、予想外に広く、最初ゆっくり見ていた私は、

最後が駆け足になってしまいました。幼少期に

母方の親族の持つ城館で過ごし､広い庭園を駆

け回って冒険ごっこをして遊んでいたこと。彼

が生まれた時代は飛行機が誕生した時代でもあ

り、幼い頃から魅せられ、26歳で念願の飛行士

に。数年間、郵便飛行士としてフランスから北

アフリカへ命がけの飛行に従事。不時着の経験

もあったそうです。こうした経験が､『星の王

子さま』誕生に繋がったのだと思います。私は、

王子さまは幼少期の本人で、飛行士は大人になっ

た本人を描いているように思います。

王子さまが旅に出て、７番目に着いたのが地

球。キツネの言葉が心に響いています｡「ぼく

の秘密を言うよ。すご

く簡単なことだ。心で

見なければ､よく見え

ないっていうこと。大

切なことって目には見

えない｡｣「君がバラの

為だけに使った時間が、

君のバラをあんなにも

大切なものにするんだ

よ｡｣｢人間達はこの真実を忘れてしまった。で

も君は忘れてはいけないよ。君はなつかせた相

手には、ずっと責任があるんだ。」

ポーラ美術館も初めてでしたが、驚きの出会

いが３つありました。第１は、ルドンという画

家を初めて知りましたが、その一角に北斎漫画

も展示されていて、北斎がモネやゴッホだけで

なくルドンにも影響を与えていたことに驚きま

した。正に「北斎とジャポニスム」でした。第

２は７月のサントリー美術館で「ガレも愛した

清朝皇帝のガラス」を観ていたので、再びガレ

の作品に出会えたことにびっくりしました。第

３は何と、レオナール・フジタ氏の作品があっ

たことです。８月に都美術館で「藤田嗣治展」

を観ていた私は、彼がフランス国籍を取得して

からの作品群だと気づきました。君代夫人の寄

贈だと言うことで、フランスに永住を決めてか

らの奥様が日本人で本当に良かったと思いまし

た。そうでなければ、ここに作品は存在しなかっ

たでしょう。

発見のある魅力的な研修旅行を企画してくだ

さり､ありがとうございました｡お陰様で有意義

な研修旅行で楽しい一日を過ごすことができま

した｡皆様に大感謝です｡お世話になりました。

入
学
者
の
集
い

第
12
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
俳
句･

川
柳
大
会

＊
俳
句
入
選
句

九
月
祭
独
語
で
唄
う
秋
（
シ
ュ
ー
）
ベ
ル
ト

三
国
哲
朗

夕
凪
や
無
花
果
色
の
火
星
観
る

笹
原
誠
二

新
学
期
印
刷
教
材
折
り
目
な
し

橋
本
安
義

＊
川
柳
入
選
句

落
ち
た
の
は
体
力

気
力

我
慢
力

橋
本
安
義

時
代
だ
ね
つ
い
に
男
子
も
日
傘
さ
す

坂
本
賢
一

譲
ら
れ
た
席
に
我
が
身
の
老
い
も
知
り

南
袈
裟
雄

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
第
12
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」

は
新
体
制
に
よ
る
新
た
な
る

役
員
の
積
極
的
な
事
業
展
開

に
よ
り
、
「
新
た
な
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
の
テ
ー
マ
を
掲
げ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
音
楽
の
祭
典
in
大
宮
」

で
は
、
学
生
の
個
人
演
奏
や

歌
声
広
場
の
歌
指
導
に
声
楽

家
の
福
井
克
明
先
生
が
お
越

し
下
さ
い
ま
し
た
。
同
窓
会

鈴
木
会
長
の
ご
尽
力
に
よ
り

「
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
」
を
継
続

し
、
「
秩
父
と
陸
前
高
田
」

の
物
産
販
売
を
実
施
致
し
ま

し
た
。
「
む
ぎ
の
会
」
代
表

福
盛
田
さ
ん
の
力
添
え
を
頂

き
、
大
橋
先
生
や
学
生
さ
ん

の
書
も
展
示
致
し
ま
し
た
。

小
澤
先
生
の
絵
画
サ
ロ
ン
に

は
約
25
名
が
参
加
し
、
増
井

先
生
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作

品
も
展
示
で
き
ま
し
た
。

茶
室
は
今
年
も
同
窓
会
馬

場
さ
ん
の
ご
尽
力
、
同
窓
会
・

熟
年
会
の
役
員
の
応
援
に
よ

り
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。

以
下
、
野
呂
事
務
局
長
か

ら
も
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。

「
今
回
の
フ
ェ
ス
タ
は
例

年
に
比
べ
来
場
者
も
多
く
盛

況
で
、
成
功
裡
に
終
了
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
学
習
セ

ン
タ
ー
の
渋
谷
所
長
は
じ
め
、

事
務
所
の
皆
様
、
同
窓
会
の

皆
様
、
各
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
、

フ
エ
ス
タ
実
行
委
員
の
皆
様
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

皆
様
と
喜
び
を
分
か
ち
あ
う

と
共
に
、
ご
協
力
を
頂
い
た

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。
」

さ
て
、
10
月
７
日
に
は
、

２
学
期
の
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
新
た
に
放
送
大

学
学
生
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
勢
の
仲
間
と
交
流
を
深

め
、
共
に
生
き
が
い
の
あ
る

楽
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
享
受
さ
れ
る
よ
う
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

第
12
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
ご
協
力
の
お
礼

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

卒
業
証
書･

学
位
記
授
与
式

未来の会会員の指導で絵手紙に挑戦

お
茶
席
で
優
雅
に
お
茶
を
楽
し
む

第
12
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
開
催

テ
ー
マ
は
「
新
た
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
音
楽
の
祭
典
」
な
ど
新
企
画
が
続
々

面
接
授
業
追
加
登
録
期
間

通
信
指
導
の
提
出
期
限

若
手
対
象･

学
生
研
修
旅
行

初秋の箱根で童話の世界と芸術に触れて 篠崎佐枝子



★
11
月
11
日
（
日
）

講
師
＝
茂
木
一
衞

（
横
浜
国
立
大
学

名
誉
教
授
）

演
題
＝
「
バ
ッ
ハ
と
シ
ュ
ー

マ
ン
の
音
楽
世
界

ー
象
徴
と
感
情
ー
」

★
12
月
16
日
（
日
）

講
師
＝
吉
川
好
昭

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
客
員
教
授
）

演
題
＝
「
心
理
テ
ス
ト
の

限
界
と
奥
深
さ
ー
ソ
ン
デ
ィ

博
士
に
魅
せ
ら
れ
て
ー
」

★
11
月
17
日
（
土
）

講
師
＝
難
波
明
美

（
放
送
大
学
非
常
勤
講
師
）

演
題
＝
「
生
涯
健
康
体
操

～
い
く
つ
に
な
っ
て
も
元

気
で
自
活
で
き
る
身
体
づ

く
り
～
」

場
所
＝
三
郷
市
端
沼
市
民

セ
ン
タ
ー
２
階

★
11
月
８
日
（
木
）

14
時
半
～
17
時
半

「
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

科
学
座
談
会
」

講
師
＝
永
澤

明

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

客
員
教
授
）

場
所
＝
第
６
講
義
室

★
11
月
11
日
（
日
）

13
時
～
15
時

「
絵
画
サ
ロ
ン
こ
ざ
わ
」
⑧

講
師
＝
小
澤
基
弘

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

客
員
教
授
）

テ
ー
マ
「
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

と
は
何
か
。
描
く
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。
」

場
所
＝
実
験
室

★
11
月
14
日
（
水
）

14
時
～
16
時

「
サ
ロ
ン
し
ぶ
や
」

シ
リ
ー
ズ
「
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
を
楽
し
む
」
④

『
お
気
に
召
す
ま
ま
』

講
師
＝
渋
谷
治
美

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
）

場
所
＝
第
１
講
義
室

★
11
月
27
日
（
火
）

15
時
～
17
時

「
サ
ロ
ン
し
ぶ
や
」

ー
映
画
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
ー

⑦
「
グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
ラ
ー

交
響
曲
第
２
番
『
復
活
』

講
師
＝
渋
谷
治
美

場
所
＝
第
６
講
義
室

第５９号 学 生 新 聞 ２０１８年１０月１９日2

兼
題

「
種
瓢
」
（
た
ね
ふ
く
べ
）

う
す
墨
の
小
さ
き
貼
紙
秋
の
虹

八
重
子

剥
き
た
て
の
柿
の
重
さ
を
吊
る
し
け
り

安
代

石
文
を
指
に
な
ぞ
れ
る
獺
祭
忌

と
く
江

幕
下
り
て
女
帝
の
夢
や
月
の
道

功

つ
ゆ
草
の
貝
よ
り
い
で
し
海
の
色

光
娥

ひ
た
ひ
た
と
星
の
殖
ゆ
く
種
瓢

十
詩

味
噌
団
子
赤
つ
や
や
か
に
秋
夕
焼

明
美

秋
澄
む
や
楽
聖
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
墓

由
美

陣
営
の
父
の
水
筒
種
瓢

順

矢
絣
の
端
切
れ
広
げ
て
秋
日
和

厚
子

《
見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日

午
後
１
時
よ
り

》

俳

句
（
つ
み
草
）

11
月
の
サ
ロ
ン

一
般
公
開
講
演
会

い
ず
れ
も
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
８
Ｆ
講
堂
・
14
時
～

＊
申
込
・
問
合
は
三
郷
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
048
ー
930
ー
７
７
５
９
）

２
０
０
６
年
、
「
パ
ソ
コ

ン
を
通
し
て
楽
し
め
た
ら
い

い
よ
ね
」
と
い
う
思
い
か
ら

数
名
が
集
い
ま
し
た
。
で
も

会
を
結
成
す
る
に
は
不
安
だ

ら
け
。
そ
こ
で
コ
ン
パ
ス
の

会
員
だ
っ
た
私
は
、
代
表
の

福
島
さ
ん
に
「
金
曜
日
コ
ー

ス
で
加
え
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
ダ
メ
も
と

で
打
診
し
て
み
ま
し
た
と
こ

ろ
、
「
か
ま
わ
な
い
よ
」
と

即
答
。
そ
の
懐
の
深
さ
と
即

断
は
、
ま
さ
か
と
思
え
る
想

定
外
の
展
開
の
速
さ
で
し
た
。

喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を

抱
き
、
コ
ン
パ
ス
と
言
う
母

船
の
お
蔭
で
小
船
は
船
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
と
か
な
る
さ
、

気
楽
に
パ
ソ
コ
ン
を
楽
し
む

会
に
と
い
う
こ
と
か
ら
、
会

の
名
前
を
ケ
セ
ラ
と
し
ま
し

た
。や

が
て
メ
ン
バ
ー
の
紹
介

で
、
素
晴
ら
し
い
羅
針
盤
と

な
る
講
師
の
先
生
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
今
で
も
ｅ
ー

グ
ル
を
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

会
は
パ
ソ
コ
ン
を
習
得
す
る
だ
け

で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
以
外
の
活
動
や

学
び
を
取
り
入
れ
て
親
睦
を
深
め
て

ゆ
く
中
し
ば
ら
く
す
る
と
、
コ
ン
パ

ス
の
福
島
さ
ん
よ
り
、
「
そ
ろ
そ
ろ

独
立
し
て
も
い
い
の
で
は
」
と
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

長
い
間
、
コ
ン
パ
ス
の
軒
下
を
ご

厚
意
で
借
り
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ

い
よ
巣
立
ち
の
時
が
き
ま
し
た
。

独
立
し
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、

今
ま
で
会
の
舵
と
り
を
し
て
く
れ
て

い
た
代
表

の
Ｔ
さ
ん

が
、
都
合

で
下
船
す

る
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。舵

と
り

を
失
い
、

ど
う
進
む

べ
き
か
途

方
に
く
れ
、

港
で
思
い

あ
ぐ
ね
て

い
る
と
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
数
人

の
仲
間
を
誘
っ
て
乗
船
し
た
い
と
の

こ
と
。
港
に
佇
ん
で
い
る
場
合
で
は

な
い
不
安
の
中
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
再
び
船
出
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
。そ

し
て
２
０
０
９
年
、
船
に
掲
げ

た
旗
に
、
い
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
た

い
、
そ
し
て
大
空
を
羽
ば
た
く
鷲
の

よ
う
に
夢
の
翼
を
広
げ
て
ゆ
け
た
ら

と
い
う
思
い
か
ら
、
ｅ
ー
グ
ル
と
改

名
し
た
の
で
す
。

寄
港
地
で
は
乗
船
す
る
人
、
下
船

す
る
人
、
個
性
や
価
値
観
が
異
な
る

メ
ン
バ
ー
が
共
に
航
海
を
し
ま
す
。

お
互
い
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
く
て

も
、
何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、
尊
重

し
て
認
め
合
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ご
依
頼

で
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
々
を
対

象
に
し
た
講
座
開
設
を
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
戸
惑
い
、

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
メ
ン
バ
ー

全
員
で
協
力
し
、
無
事
に
務
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー

自
身
も
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
講
座
を
通

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
全
員
が
成

長
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
講
座

の
参
加
者
か
ら
は
、
そ
の
後
も
パ
ソ

コ
ン
に
関
す
る
取
り
組
み
を
、
折
に

触
れ
て
聴
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
の
う
ち
の
何
人
か
は
、

新
た
に
、
ｅ
ー
グ
ル
へ
の
入
会
を
希

望
し
て
き
ま
し
た
。
多
少
な
り
と
、

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
、
感
じ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
は
、
い
つ
も
同
じ
繰
り

返
し
の
日
常
の
中
に
、
役
に
立
つ
と

か
覚
え
て
も
忘
れ
て
し
ま
う
と
か
で

は
な
く
、
知
ら
な
い
こ
と
に
触
れ
る

こ
と
。
そ
れ
は
旅
先
で
文
化
に
触
れ
、

興
味
の
あ
る
も
の
を
お
土
産
に
し
て
、

自
分
の
生
活
の
中
に
持
ち
帰
っ
て
く

る
よ
う
な
も
の
だ
と
思
え
ま
す
。

筋
ト
レ
す
る
よ
う
に
、
記
憶
の
衰

え
て
ゆ
く
世
代
の
脳
ト
レ
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ｅ
ー
グ
ル
は
パ
ソ
コ
ン
を
通
し
て

仲
間
が
集
い
、
脳
の
翼
を
羽
ば
た
か

せ
る
居
場
所
な
の
で
す
。
ｅ
ー
グ
ル

は
い
ろ
ん
な
方
々
と
の
ご
縁
、
支
え

で
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
先
も
、
ど
ん
な
ご
縁
と
出
会
い
の

旅
に
な
る
か
、
航
海
を
楽
し
み
に
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご縁と出会い・軒下からの旅立ち e-グル･代表 浅子英子

当クラブは２３年の歴史がある長年人気の
あるサークルで、２０歳代から８０歳代まで
幅広い年齢層の方が楽しんでいます。ダンス
を楽しみたいひとから健康維持、サークル仲
間とのコミュニケーションを楽しみに参加し
ているなど様々です。
社交ダンスは敷居が高くて、興味があって

も中々始める勇気が出ない方も大勢いらっしゃ
るかと思います。ダンスを習う人は最初から
踊れるひとはいません。基本的なステップを
少しずつ覚え、段々と踊れるようになります。
色々な曲に合せ踊れる楽しみと、１曲踊り終
えた感動は格別なものになります。素敵な楽
曲に乗って風雅に踊る自分の姿を想像してみ
て下さい。積み重ねの努力は報われ、いつか
は素敵に踊れるときが来ます。
さて、ダンスについてですが、日本では社

交ダンスと呼ばれていますが、英語では“Ba
llroom Dance”と呼ばれています。ダンスの
フィガー(１つのステップのこと）は世界共
通です。もし貴方か海外に行った時ちょっと
したパーティーで踊れたら、素敵な思い出に
なると思いませんか？秋の夜長ダンスの歴史
を調べながら華麗に踊る姿に思いを寄せるの
も良いのでは？

現在、当クラブで行っているダンスの種類
は、ルンバ、ワルツ、タンゴです。今後取り

組んで行く種目は、チャチャチャ、サンバ、
スロー・フォックス・トロット・クイックス
テップ等予定しております。
《 サークルでのダンスの効果として 》
１）趣味として生き甲斐を見つける

ダンスは足腰に支障がなければ８０歳を
超えても踊れます。同じ目的を持った仲
間と一緒に踊れる楽しみ、踊れた歓び、
新しい種目への挑戦など、生き甲斐のひ
とつとして継続できます。

２）サークルを通じた新たな交友関係
放送大学は学生間の繋がりが薄いところ
があります。サークルでは色々なコース
を学ぶ学生や社会で様々な経験を積んだ
学生が参加しています。ダンスを共通の
趣味としてコミュニケーションも弾み、
新たな交友関係も出来ると思います。

３）健康的な効果
普段使用しない筋肉を使用したり、ダン
スのフィガーを憶える為に脳内神経の活
性化が図れ、認知症予防効果が有ること
が研究者により実証されています。
日本でも

医療的に取り
組んでいる大
学、自治体が
多く有ります。

興味を持た
れた方は遠慮
なく見学、体
験にお越しく
ださい。
練習日程・場所：毎週土曜日午前中に練習
講師：平林恵子先生（元JCF･ボールルーム、
ラテン部門Ａ級。日本舞踏教師協会･教師）

連絡先：ソシアルダンスクラブ･会長
尾山光良

ＴＥＬ：090-3042-9558
mail：oyama9558@docomo.ne.jp

優雅に踊り、体と脳の健康維持
コミュニケーションを楽しむ

ソシアルダンスクラブ 会長・尾山光良

特
別
公
開
講
演
会

★
11
月
24
日
（
土
）

・
春
日
部･

放
水
路
地
下

宮
殿
見
学

・
野
田･

清
水
公
園
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

★
12
月
22
日
（
土
）

13
時
～
16
時
・
８
Ｆ
講
堂

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
」

埼
玉
同
窓
会
主
催
・

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
協
賛

★
活
動
日
（
全
て
火
曜
日
）

11
月
６
、
13
、
20
、
27
日

12
月
４
、
11
、
18
日

★
10
月
24
日

13
時
半
～

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

★
10
月
31
日

講
演
会
＝
オ
ペ
ラ
彩

和
田
タ
カ
子
氏

★
11
月
７
日

茂
木
先
生
指
導

★
11
月
28
日

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

★
勉
強
会

10
月
27
日
（
土
）

（
シ
ー
ノ
大
宮
７
Ｆ
）

11
月
４
日
（
日
）

（
放
送
大
学
９
Ｆ
）

11
月
24
日
（
土
）

（
シ
ー
ノ
大
宮
７
Ｆ
）

12
月
15
日
（
土
）
（
同
右
）

★
活
動
予
定
（
全
て
土
曜
日
）

10
月
20
日
＝
大
学
講
堂

10
月
27
日
＝
大
学
講
堂

11
月
３
日
＝
与
野
本
町

コ
ミ
セ
ン

11
月
10
日
＝
大
学
講
堂

11
月
17
日
＝
大
学
講
堂

11
月
24
日
＝
下
落
合

コ
ミ
セ
ン

12
月
１
日
＝
大
学
の
予
定

★
12
月
15
日
（
土
）

14
時
～
16
時

「
ク
リ
ス
マ
ス･

パ
ー
テ
ィ
」

★
活
動
日
＝
基
本
的
に

第
１
、
第
３
金
曜
日

11
月
２
日
＝
第
３
講
義
室

９
時
半
～
17
時

11
月
16
日
＝
第
１
講
義
室

９
時
半
～
15
時

12
月
７
日
、
21
日
＝

場
所
未
定

長
か
っ
た
酷
暑
の
夏
が
終

わ
り
を
告
げ
る
と
、
瞬
く
間

に
秋
が
深
ま
り
、
標
高
の
高

い
山
か
ら
は
紅
葉
の
便
り
も

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
つ
い
こ
の
間
、
新
年

を
迎
え
た
の
に
、
も
う
、
新

し
い
年
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

光
陰
の
速
さ
に
気
持
ち
が
追

い
つ
き
ま
せ
ん
ね
。
（
冬
）

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス

Ｗ･

Ｗ･

Ｍ

埼
玉
同
窓
会

お
申
込
は
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ


